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研究成果の概要（和文）：多様な博物館の中でも動物園は利用者が多く、環境教育やESDなど教育的役割へ寄せ
られる期待は大きい。本研究では生きた動物の観察からおこる学びを構造的に研究し動物園教育の発展に寄与す
ることを目的に、①大学生への行動観察プログラムの研究、②来園者の観覧行動の研究、③野生霊長類を観察で
きるフィールドとの比較研究をおこなった。
①と②から、大学生も一般来園者も動物の社会的な行動に注目しやすく、学びに寄与していた。③から、野生で
は生息環境などを学びやすい一方で、個体識別が難しく観察した行動を理解するための情報が限られることがわ
かった。今後は動物園と野生をつなぎ補い合うような教育プログラムを開発していきたい。

研究成果の概要（英文）：Because zoos are one of the most visited museums among many types of 
museums, the educational roles, such as environmental education or ESD, are much expected. In this 
study, we aimed to improve the educational roles of zoos by analyzing the process of visitors' 
learning structurally when they are observing living animals. We conducted 3 studies. 1) Study of 
animal observation program for undergraduate students, 2) study of visitors’ observation behavior, 
and 3) comparative study with the wild situation at primate research field.
From the result of 1) and 2), students and visitors tended to pay attention more to the social 
behaviors and these attentions contributed to learn. From the results of 3), it was easier to learn 
the habitat environments in the wild, but it was more difficult to recognize individuals and to know
 the information that help us understand their behaviors. For the future work, we want to develop 
educational programs that links zoos and wild fields.

研究分野： 博物館学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
博物館の中でも、絶滅の危機にある大型動物を多く扱う動物園には、環境教育やESDなど教育的役割へ期待が寄
せられている。一方で、組織内に専門家が育ちにくい土壌や、生きた動物を扱うことによる独自性などから、動
物園教育は研究としての深まりが十分とは言えない分野であった。本研究では、生きた動物の観察から起こる学
びのプロセスの詳細な分析や、約半年後の追跡調査により、生きた動物の社会的な行動が学習効果を生み出すプ
ロセスを明らかにすることができた。本成果は今後、動物園における教育活動を推進するために役立つととも
に、生息地で野生動物を観察するエコツアーなどへも示唆を与えるものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
（1）高まる動物園教育への期待 
 多様な博物館の中でも動物園は特に利用者数が多い施設で、日本動物園水族館協会加盟施設
だけでも動物園水族館を合わせて年間約 7000 万人（日本動物園水族館協会年報より）、日本人
口の半数以上である。さらに、世界規模の環境問題が指摘され持続可能な社会の実現に向けた
取り組みの必要性が高まる中、希少な野生動物を飼育展示する動物園に求められる役割は日に
日に大きくなっていると言えよう。このような問題に直接的に向き合う「環境教育」や「保全
教育」の大切さは言うまでもないし、複雑な問題を科学的に理解する目を養う「科学教育」や、
自分とは異なる「他者」を理解する姿勢を育むことなど、動物園教育への期待は高まっている。
動物園教育の可能性を広げるためにも、動物園教育に関する研究はいま、重要である。 
 
（2）動物園教育に関する研究は深まっていない 
 広く博物館を見渡せば、博物館教育に関する研究は理論から応用までさまざまなものがある
が、博物館の一形態である動物園に限定すると、その研究はわずかである。これは、日本の動
物園にも大学にも、動物園教育を専門とする研究者が育つ土壌がないに等しいからである。 
多くの動物園では、教育担当者は専門職でも研究職でもなく数年で担当が替わる立場である。
そのため動物園教育に関する先行研究は、そのほとんどが教育実践を報告した事例研究であり、
研究として深まっているとは言い難い。また、生きた動物を対象とするという独自性からか大
学においても動物園教育に特化した研究は稀であり、一部の動物園出身の研究者が活躍してい
るにすぎない。 
 
（3）日本モンキーセンターの教育実績と動物行動観察 
 研究代表者の所属する日本モンキーセンターは、約 90 施設ある日本の動物園の中では唯一
「登録博物館」に指定されており、学芸員が常駐し研究、教育活動にあたっている。応募者は
10 年以上にわたり教育活動を推進し、博学連携研究、教育プログラム開発、教材開発、教育評
価などに取り組んできた。教育プログラムの評価研究では、動物行動観察を取り入れた参加型
の教育プログラム（以下、行動観察プログラム）の効果が高いことが示された（赤見ほか.2015）。 
 動物行動観察は、生きていて常に変化する「資料」から学ぶ、動物園教育ならではの手法で
ある。この学びのプロセスを解明することにより、動物園教育のさらなる深化を図れるのでは
ないかと考える。 
 
２．研究の目的 
（1）行動観察プログラムによる学びのプロセスを解明する 
動物行動観察プログラムの効果が高いことが示唆されたが、学習者が観察からどのように学

びを深めているのか、そのプロセスはわかっていない。プロトコル分析の手法を用いることで、
学びのプロセスを明らかにすることを目的とした。 
 
（2）学びの追跡調査をする 
 学びは学習者の中で変容し、あとになって態度、行動などに影響を与える。そこで、行動観
察プログラムを経験した学習者への追跡調査を実施し、事後に学習内容をどの程度記憶してい
るのか、記憶している内容はどのようなものか、さらに学習者の態度、行動、生活に何らかの
影響を与えているかについて評価する。 
 
（3）一般来園者の学びと比較する 
 一般来園者の多くは、家族や友人同士などのグループで、興味の共有や会話などを織り交ぜ
ながら学習を深めていくと考えられる。行動観察プログラムは体験していない一般来園者の学
びについてもプロトコル分析をおこない、比較する。 
 
（4）比較研究や実験的研究により学びが生まれる条件を解明する 
学びがおこる条件、つまり動物の状態や展示手法などについて検討する。野生霊長類の研究

フィールドを訪問し、動物の行動や来訪者の学びについて比較研究をおこなう。 
 
３．研究の方法 
 
（1）大学生を対象とした行動観察プログラムに関する研究 
6 年前より実施している保育士養成課程の大学生（金城学院大学人間科学部現代子ども学科）

に対する行動観察プログラムを継続実施するとともに、平成 27 年より始まった 2つの大学（愛
知大学文学部心理学科、滋賀県立大学人間文化学部）の学生に対する行動観察プログラムにつ
いて、大学教員と連携してプログラム開発と評価改善に取り組んだ。①観察前と観察後に「霊
長類」を刺激語とした自由連想法調査を実施し、比較した。②また金城学院大学と愛知大学か
ら顕著な変化が見られた 15 名に協力を依頼し、都合のついた 9 名に対し約半年後に 1 人約 30
分のインタビューをおこなった。 



 
（2）一般来園者の観覧行動学習に関する研究 
①入園前の来園者を対象に、霊長類に関する知識や、自由連想法による既存イメージの調査

をおこなった。②またチンパンジーの展示を見学する一般来園者に調査協力を依頼し、ウェア
ラブルカメラを用いた会話調査と、見学中の対象動物の行動調査を併せて実施した。 
  
（3）野生霊長類を観察できるフィールドとの比較研究 
エコツアー等を受け入れている野生のフィールドとして、2017 年 11 月 18 日～23日にボルネ

オ島マレーシア領サバ州スカウ村のテングザル等の調査地を、2017 年 12 月 8 日～10日に宮崎
県幸島の野生ニホンザル調査地を、2018 年 10 月 19 日～22日にエチオピアのシミエン国立公園
のゲラダヒヒの調査地を訪問し、動物の行動やエコツアー等の実施状況、利用状況の視察、教
育担当者へのヒアリング等をおこない、動物園展示と比較した。 
 
４．研究成果 
（1）大学生を対象とした行動観察プログラムに関する調査 
①学習前後の自由連想法調査 
観察前後で大きな変化が見られた。観察前では「賢い・頭がいい」「人間に近い・似ている」

「バナナ」などの言葉が多く想起された。これらは学習後には全て有意に減少した。学習後に
は、「仲間・家族」「素早い・活発」「かわいい」「毛づくろい」「多様性（種間、個体間含む）」
などに関する言葉が有意に増加した。 
 

②約半年後の追跡調査 
インタビュー調査では多くの学生が自分の担当した個体の名前や行動をよく記憶していた。

一方でレクチャーや他グループによる発表は記憶が薄れていた。チンパンジーの「パンくん」
が出演するテレビ番組「志村動物園」を視聴している、もしくは視聴していた学生が多く、番
組中で買い物などをする様子から「人間に近い・似ている」という言葉を挙げていた。しかし
社会行動を中心とした行動観察をおこなったあとは、同じ「人間に近い・似ている」という言
葉であっても、チンパンジー同士のコミュニケーションや社会性（あいさつをする、仲間を気
づかうなど）をイメージしながら「人間に近い・似ている」と回答していることがわかった。 
 
（2）一般来園者の観覧行動学習に関する調査 
①入園前の来園者調査 
 右図のように多くの来園者が
霊長類に関する誤ったイメージ
を抱いていた。「霊長類」を刺激
語とした自由連想法調査の結果
は、前述の大学生を対象にした調
査の観察前の結果と似通ってい
た。 
 
②チンパンジー観覧中のウェア
ラブルカメラによる会話調査 
 大学生を対象とした調査結果と同様に、個体間の社会的な行動がイメージの変化に寄与して
いることがわかった。 
 
（3）野生霊長類を観察できるフィールドとの比較研究 
動物園も国立公園も、野生動物の保全や研究、普及教育に取り組んでいる点は同じである。

しかし教育という面から見た資源や、対象とする来訪者層は大きく異なることがわかった（表）。
フィールドでは野生動物の生息環境を身をもって実感できるが、個体識別が困難なため個体間
関係がわからず、観察された社会的な行動の意味を理解する情報が不足していると感じた。一
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方、動物園では生息環境を実感することは
難しいが、個体識別が容易で個体情報も豊
富なため、個体間関係や彼らの一生を、時
には飼育員の目を通してつぶさに知るこ
とができるだろう。また海外のフィールド
では地域住民への教育の重要性が認識さ
れながら来訪者のほとんどは外国人だが、
動物園では地域住民が気軽に来園する反
面、外国人来訪者に対応可能な教育活動は
十分とは言えない。 
 動物園教育と国立公園での教育は現状
では大きく異なるが、それぞれの良さに学
び、時には協力しながら、教育活動を発展させることができるのではないかと考えた。 
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